平成１５年９月１０日

選挙管理委員会事務局

東京都知事選挙等に関する世論調査

　このたび、「東京都知事選挙等に関する世論調査」の結果がまとまりましたので、お知らせします。

　本調査は、東京都知事選挙（平成１５年４月１３日執行）及び区市町村選挙（平成１５年４月２７日執行）において、都内の有権者が示した投票行動、候補者の選定、選挙運動や啓発媒体との接触状況等に対する意識や関心を把握し、今後の選挙事務の管理執行や選挙啓発に役立てることを目的として実施しました。

【調査結果のポイント】

《選挙に対する意識・支持政党の有無》

１　都知事選挙への関心度　　　　　          （問2　20から22ページ参照）
・「関心があった」の合計は約７割。前回選挙（約８割）を下回っている。

２　支持政党の有無　　　　                  （問6　3１から33ページ参照）
・日頃から支持政党が「ある」と答えた人は25.2%。支持政党が「ない」と答えた、いわゆる“無党派層”は72.3%であり、前回(69.1%)より増加している。

《選挙における投票行動および候補者の選定》

３　投票の動機                             （問7-1　38から41ページ参照）
・２０歳代では、投票することは「国民の権利である」が「国民の義務である」を上回っている。３０歳代ではほぼ並び、４０歳代以上では、逆に「義務」が「権利」を上回っている。

４　投票した候補者の選定理由               （問7-2　42から45ページ参照）
・「都政全体のことを考えてくれる人だと思ったから」が55.1%で突出。

５　選挙の際に期待した政策                 （問7-3　46から49ページ参照）
・「行財政改革」が約４割でトップ。「景気・雇用対策」、「高齢者対策」、「医療・衛生対策」が続いている。

６　棄権理由                               （問7-4　50から54ページ参照）
・「当選する人がほぼ決まっていた」が最も高く、前回選挙の7.3%から28.1%へ大幅に増加した。次に、「忙しく、時間がなかった」(27.0%)が僅差で続く。

《選挙における選挙運動・選挙公営・選挙啓発》

７　候補者の選定に役立った媒体             （問8②　60から61ページ参照）
・「選挙公報」、「テレビ・ラジオの選挙報道」、「テレビ・ラジオの政見放送・経歴放送」など候補者の政策・公約を示した媒体やマスコミの選挙報道が上位を占める。

８　選挙公報の利用状況                     （問10　64から65ページ参照）
・「よく読んだ」、「ざっと読んだ」、「一部分だけ読んだ」の合計は約６割。「読まなかった」は３割台半ば。

９　選挙ポスターの認知度                   （問12　68から69ページ参照）
・「一枚一枚よく見た」、「関心ある候補者だけを見た」の合計は52.0%であるものの、「ほとんど見なかった」も44.3%いる。

１０　啓発媒体との接触状況                 （問13　70から72ページ参照）
・「テレビ１５秒ＣＭ」が54.9%でトップ。「日刊紙（朝刊）に掲載した新聞広告」が43.8％で続く。

１１　増やしてほしい情報                     （問14　73から75ページ参照）
・「政見放送・テレビ討論会などテレビ・ラジオを通じてのもの」が約４割でトップ。「インターネットによる選挙運動」（現在は禁止されている）も14.7%。
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